
長野県鬼無里村の蛾類※
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MIYATA， Akira: The moths of Kinasa village， Nagano Prefecture. 

I はじめに

長野県上水内郡鬼無里村はのIJLj{JUJにずL詰るIJ1!史の小村である。このみ、Iの掛i:(EJll渓

谷沿L、に近年林道が}eJlX:し，奥地のフ、ナJJ京生林の波存するところまで車、で入れるようになづ

た。

筆者は東京教育大学菅平I¥tij)jjで l三物実験J貯の安jJ京総 jilt 土および金森lJ~[=:(氏の街Jt-C立で) IliJ実

験所の車でこのブナ原生林へ入ることが出来， 21似晩5挽t孜夜:1問出印;採采集をi試武みることができ7た/.ヒ:ここ

この夜l問;E日間f司\'J採集の [~I (1内/サJの一つは，小林俊樹氏と協同で研究していた菅平高原の9QUt15)と鬼無

llJ. の蛾i:I~1 を比較することであった。筆者は，背干高原は現在では相ざiIJFJ 1~:jが進みすでに本米

の地生とは異なる人為的な変化が著しいと考えている。

背子高原の高度から推定される極柱i林はブナ林であ之Jが2)) 今1:1のも;平高原にはブナ林は

殆んど残存していなし、。そのことは当然幼虫Il~j:代を純物に依存している ~Q~般にも影響してい

るものと考えられる。筆者は人間活動が自然におjして働く影響力を人圧と 11手ひど?に その測定

方法を見つけI:ljす必要性を痛感していた。昨年，マラリア研究のため，フィリピンのノミラワ

ンj誌に出張しラ まだ機械文明に按していないこのような地域でも人間のjJ2業活動により本米

の補生が大きく変化させられている事実を見た。パラワンj誌の平地では焼却!のあとが各r9i.に
残り，それがサパンナ状の草原を形成したり，二次林へ移行する過程を示していた。このよ

うに人類の農耕開始とともに位界のどこでも自然景観が著しく~化したはずである O このよ

うな人庄の強度を知るために筆者は菅平高原とほぼ同じ高度にあるまだ人庄の加わっていな

~ ¥Jt!uliXの夜間採集を行ない菅平の蛾相と比較したいという希望をもっていた。そのような筆

者の希望に対し，安藤i専土および金森氏は鬼無里村を筆者に推せんし，採集の計画をたてて

下さった。秘境奥裾花J11の上流を訪ね，蛾の乱舞につつまれて過した夜は今も筆者の脳裏に

鮮やかである O

21互!の夜間採集で得られた蛾は13科 163穏で，まだまだ十分ではなく，今後機会があれば

再び同地で採集してみたいと考えているが，少なくとも菅平高原と鬼1!¥Id.Rの蛾相の和典は一

応明らかになったものと考えられるので発表する O

採集の使宜を計っていただいた東京教育大学菅王子高原生物実験jヲ?の安藤j.f!}土および長友金

森U)J子，第 11mの採集に同行していただき採集を手伝っていただいた実験所の大久保仁智俊

文部事務官，同じく採集を手伝ってくれた筆者の妹和子に謝意を表する。

また筆者と信州のIJJ々 の昆虫との縁をあ!jんで下さった元奈良学芸大学教授岩11!正俊博二i二fこ

対してもこの機会に深甚な謝意を表する。

※ 東京教育大学理学部問、JJJ1t， 'i~;平 1"~11泣く生物実験所業おそ 第17号
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][ 採集場所および記録の方法

よ〉 第 1IITl夜間採集地点および採集方法

ð(~ 1 IITl l~! の採集は1967年 8 月 3 1~1 cl没Il寺ーより JJj'1Pf:iし〉午後1111寺 蛾の飛来が衰えるまで
1514けた。 採集地点は鬼無Jjli寸央裾花)I1 沿し、林道の終)~~\にあたり地]空調査所の 5 万分の]地形

i丞!によると大体向政1200~1300mの所である。地形i玄1 ヨ，1;\三岳j のj也 I~l右端を北から流れて

いる初花)11をさかのぼり潟沢を右に登った1247mの三角点の付近である。府立¥jはプナ林で，

灯火位置は浅いi~~ß去を見おろす林道[---で、あった。蛾は主としてこの ml~原の方向から飛来し

たo {b~原はミズパショウが多く， ミズナラも生えていた。しかし出原の向うはまだ全く伐採

されていないプナ原生林である。 採集はアセチレンランプ2基を約 2x 2_ 5m大のi主!布のiiij

方につるし光源としたが〉 これはあまり切るくないので車を白布の背後に置き，ヘッド、ライ

トを点灯して湿原の方向を照らした。この!日lJI~来した蛾の殆んど全てを採集した。な:お採集

地点からは村の人家の灯は全く見えず， またlIì~í'れていたが月のないlIìÝj-¥，干支であった。

2) 第 2@夜間採集地点および採集方法

第2@自の採集は1970年6月25CIの1]没11寺より Dトj始し， ~útの JIけとが衰えた午後1111寺まで

けた。今回はアセチレンランプは使)j:JせずqIのヘッド、ライトをi主!布の表に斜めにあてた。場

PJj-は前回の j白人f~( より約 1km 下方のキャンプ村のある所で，コ!と{Jjj(は谷の方向を!照らした o riii 

IITlの地点は高tJJ植物(主としてミズバショウ〉の保護のため王手の乗り入れが禁止こされており

LI二むを得ずこの地点を選んだのである O 光源の背後は道路をへだてて伐採の終った111のか:問i

となっているが全体になおブナ林が残っている。天候，きわめて忍く， 11寺々 トliが降り，また

多少j孔がありラ I~:l布がパタパタ i鳴った。しかし蛾は次々 jl~米した。

3) 己似の方法

採集した~ú~~J'iは全て筆者自身で IIIJ定し学名;および不11::[1 は最も正しいと考えられるものを

{史J"FJた。巻末の参考文[fね上本文中に引J+Jしたものに限ったが， [i:ij定に際しては出来るかぎり

多くの文献を参考にした。

昔、i勺'こ産する蛾類5) は，この目録でキ印をそれぞれの番号に付しておいt-:..o

不11名の次の( )内の数字は採集11日体数をしめし，例えば (1oA) とあるのは，雄 1liJi

を8月(つまり第 1rヨ採集11寺〉に得たことをしめしている。 Aおよび jは Augustおよび

JuneのJIl告でj采当ミした月をしめしている。

III 鬼無里産蛾類目録

COSSIDAE ボクトウガ利

1.:;' Zeu ::-:erμ leucollotuJIl BU1、LER

コ、‘マフボクトウ (1o A) 

PYRALIDIDAE メイプ/T~I

EPIPASCHIINAE フトメイガulH01

2本 Cra71cuthοraficんiCHRISTOPH 

ナカムラサキアトメイメ/(1(1;A)

PYRALIDINAE シマメイカ'-llli手1-

3. Pyra!is albiglltatαvVARREN 

シlコモンシマメイガ、 (1oA) 

PYRAUSTINAE ノメイガ亜科

4. S)lllettどfllscunwTgillピdisLEECH 

グロヘリノメイプi"(1 o A) 

5. Sy//どρμ (jllどu!rill/i/Cll!μ!isKOLLAR 

ヨツメノメイブi"(1合A)

らーヰ p，ピdρltμ lligrotllllctalis sREMEIミ



1971 官U! {杉:鬼無.iJt村の蛾知 49 

マエアカスカシノメイプ/'(1oA， 1O J) 25. Vellllsiαlaria ilα1・αPROUT

7.本 Circobotys nycterinαBUTLER クロスジカパイロナミシヤク (1O A) 

力ギノくノメイガ(2会合J) 26. LacI71iodes denigratαI/.SSU7允 JlsisPROUT 

8. * CrocIdothora evelloralis \ìVALKEI~ セジ lコナミシヤク(1.oA) 

セスジノメイガ、(1 o A) 27.本 八1eLωlthiaρj-ocellatαin(]uinataBUT-

9. Proda:、二ycnenusIllOrJlatμBUTLER LER ナカシ lコナミシヤク(1合A)

キムジノメイカ..(1 oA) ENNOMINAE エ夕、シヤクllEt+

10. PachyzaJ/cla magJla BUTLER. 28. * Calostilosり山Jataρt/vobasa/isWAR-
キモンウスクロノメイプ/( 1 o A) l~EN ヒメマ〆ラコ二夕、シヤク (1oA) 

HETE三RミOGE三NEI口DAE三 イラ:Jメ力ガ1.りゲ;"千下J宇利Jヰ 2却9.λH‘yνザザyワ']"‘tetαα"Slβ町T

1口1. Jljρ!う)odαピdσω11μtω正d川IυtlμJバs013ヨEミRミど:どT、I日-:IUR己 キスジ、シンロエタ〆、シヤク (2o舌A)

ムラサキイラ力、(1 ♀A) :30.‘ ']'aeJlioρhilαlmio STAUDINGEl~ 

12.ネ Purasa Sl刀iιαMOORE ミスジゾ lココ二夕、シヤク cl♀A，3oo.J)

クIコシタアオイラプI(乙合合 J) :31. 150ρtα teJJ/erala DENlS et SCHIFFER-

GEOMETRIDAE シヤクガ手1・ MULLEl~ バラシロエ夕、シヤク( 1♀A) 

GEOl¥lIEミTど、RINAE三 アオオ-シヤク l的11怜1 1.宇~;f:宇利jヰ :32.呼* p，今勺tοJ

13. DiJ/正d心fじ山正μt白υVIω1η'7γ-ωiιω辺、.Clω11.1'BUTLER ミ OPH ウスオピヒメエタ〆舟γ刊ヤy ク ( 1♀A) 

ウスアオナミシヤク(1 o J ) 33.本 Syni?‘ピlピ1hada日ど1!zαd仏ssaBUTLEl~ 

LAT<.ENTIINAE ナミシヤクilE科 ハグノレマエダシヤク(1 O， 1.♀A) 

14. '}'rlじんobattrlどZ仏TSCιittaC. et R FELDEI~ 34.ネ Sy71egla ichl710S(/"W{lnα MA1、SUMURA

シ lコオビク lコナミシヤク(1♀A) マノレハグノレマエ夕、シヤク (loA) 

15ヰ λ1icru!u!Ja beLla be!la BU'1、LER 35. Snll iothisα¥-!wllghρisaria へTALlくEIミ

ホソ，ベナミシヤク(1 o J ) シャンハイオエ夕、シヤク(1♀A) 

3(). * lI'!etabro.');os clerica clericμBUTLElミ
l()、 J5rauiraartel/lidora ど7rt emi donょ OBEl~-

THUIミ キリパネ ;-J~ ソナミシヤク オオシ Iコエタシヤク (6ooA)

37. ArichanJlαtetricμtetrica BUTLER (2ooA， 2O6./) 

17.ネ λ'olltlzor!zoeabra.u!Iαabra.ull(l BUT-

LER ギアシシロナミシヤク(1 ♀A) 

18. * Eρ11γ"o・eSllρergressαSllρergressa BU'1'-

LER フタシロスジナミシヤク(266J)

19.ネ Callelllyteevonどscensevanescens BUT-

LER マノレモンシロナミシヤク(1♀A) 

ヰo.不 Lyg7・isledereri Inurban正1PROUT、

ウストピモンナミシヤク (266A) 

21* LY，1!;ris COllvel三enatαBREMER

ヨコジマナミシヤク (3合合A)

22不 EIf必rOlJlaaerosa BUTLER 

キアミメナミ、ンヤク(1.♀ J) 

2:3.不 Elfstroma7llelmzcholicμ melωlcholicピJ

BUTLER 

ハガタナミシヤク (26合， 1♀A) 

24. ]).ystro川αjato川'cαHYDEMANN

ブタテンナカシ Iコナミシヤク(1♀J ) 

キシマエダシヤク(1♀J ) 

38.ネノlnι.ha7l7zLtgasch/.u?vitchii gaschんevitι.h;i

p、10TSCHULSKY

ヒョウモンエ夕、、シヤク(2色合A)

39. Cleora insolita BUTLER 

ノレリモンエ〆シヤク(1.♀J ) 

井上3)の雌交尾器の図を参考に本経と同

定した。菅平で採集されたキタノレリモンエ

夕、、シヤクC. cinctm・μ fUJnadαINOUE

は鬼無里では採れない。

40. Peribatodどsaeschmeossa PROUT 

マルパトビスジェ〆シヤク (366A) 

41. .Alcis tr:yeraria LEECH 

オオナカホシエダ、シヤク (2色合A)

42.半 DeiletteniαribeatμCLERCK

マツオオエダシヤク(1♀A) 

43本 Boarmiα7・oborariaarguta BUTLER 
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ハミスジエク。シヤク (6色合， 1♀A) THYATIRIDAE トガリバガ科

44.* Sen凋acαtμηctinalisconferenda BUT- 63. *η7yαlI7・αbatisLINNE 

LERウλパミスジエダシヤク (366J) モントガリパ (3色合A，1合J) 

45. CusiαLa stiρz:taria lwrμizawaensls 64.ネ λ1acrothyatirαfiavida fiavidαBUT噂

BI<YK セブトエ〆シヤク (12)J ) LER キマダラトガリパ (966 A) 

46. EctTOρis bistortata GOZE 65. * C ymatochrocis dlι・わlZamuGRAESER 
フトフタオピエタシヤク (6合会A) ウスベニアヤトガリバ (5色合A，16J)

47.ネ AethaLural:gnobilis ignobi五sBUTLEI¥. 66. Tet!zea fiuctuosαHUBNER 

ハンノトピスジエ〆シヤク(1合J) ヒトテントプlリパ(1 6 J ) 
48. Scionomia (JJIOJlωJααenOlnαLa BUTLER 

ツマキウスグロエダシヤク (16A)

49. * Scionomiαsinuosa WILEMAN 
コツマキウスグロエ〆シヤク(1合.1) 

50.本 Buzurarecursmゴα5μρerαJlSBUTLER 

ウスイロオオエダシヤク (16A)

51. Protωstreniaρica WILEMAN 

モγキク 1コエ〆シヤク (16A)

52.ネ GonodonUsauratαPROUT 

キイロエグ、リヅマエダシヤク (366，

1♀J) 

5:3.本 Zetheniaalbollotaria 7lesiotis WEHRLI 

モンシロツマキリエダシヤク (266J)

ら7.* Paratsestis umbrωαWILEMAN 
ウスジロトガリ λ(2662♀♀A，4 

661♀J ) 

68. Betaρs(叫 istalw/lchii MATSUMUl~A 

タケウチトガリパ (266A) 

69. *λ1 esotsestis undosa WILEMAN 

ナミ λジトガリパ (16A)

LASIOCAMPIDAE カレハガ手¥.

70.キ Phi・ludoriaρotαtoriaLINNE 

ヨシカレハ (366A) 

NOTODONTIDAE シャチホコプf科

NOTODONTINAE モンシャチホコAi
54. * SelenIa tetγαlunaria tetralzmaria HUF- 科-

NAGEL ムラサキエダシヤク(1合A)

55. End7・0ρiodesindictinaria Indictinaria 

BREMER ツマキリェ〆シヤク (16A)

56.本 LithinachLorosata SCOPOLI 

、ン〆ェ〆ジヤク(1合J) 

57. * Ouraρtery:cρersica MENETRIES 
フトスジツパメエ〆シヤク (16A) 

DREPANIDAE カギハガ科

DREPANINAE ヵギパガ亜科

58.キ l1uzatasμρerbαBUTLEI~ 

ヒトツメプJギパ (16A)

59. * Falcαnα cu?・vatulαacutaBUTLER 
オピカギパ(2合合J) 

60.ネ CalLidretanαtatranatalleollls MOT-

SCHULSKY ギンモンカギパ (266A) 

61.キ Albω-ajatOJuca MOORE 

ヤマトカギパ (16A， 16.1) 

ORETINAE インド、カギバガII巨手;¥

()2. 0;: Ps i loretμ!JIIlcl/J-i TωBUTLER 

アシベニカギパ (16A)

71. DどslllocraeraρunιtatellaMOTSCHUし

SKY ブナアオシャチホコ (766，2♀ 

♀J ) 

72. * Cnethodonta gl・lsescensbrrlsescens 
STAUDINGER 

シロシャチホコ(1 ♀A) 

73. * Urodonta viridimi:cta BREMER 
シロテンシャチホコ(1 ♀J ) 

74. Gangaridoρsis cIll・lnaWILEMAN 

アカシャチホコ(1合J)

75. 'ド Perideagigα7Itea BUTLER 

ナカキシャチホコ(1♀A) 

76. Peridea maltJ・echtiOBERTHUI~ 

マノレモンシャチホコ (16A)

77. I-Iiradontμtαlwo71is MATSUMURA 

オオウスグロシャチホコ (16A)

78.ネ Semidontabiloba OBERTHUR 

クヌギシャチホコ(3色合J) 

79. Eρinotodonta jimwsμMATSUMURA 

ウスク lコシャチホコ(1 ♀A) 
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80目不 ShαんαatroiJittatus BREMER 

クビワシャチホコ (466J)

81. Shachia仁irclI)i/scr ittαBULTER 

ニッコウシャチホコ (466.1)

82. Drymonia jαρOll/(‘α1ヘ7lLl三MAN

コトヒモンシャチホコ(;366 A) 

83. * GOlloclostera t1mollides 1μtiρellllis BUT-
LER クワコモト‘キンヤチ ;-j~ コ( 1 6 J ) 

NOCTUIDAE ヤガ.，f:I・

PANTHEINAE ウスベリケンモン

iIEf:-+ 

84.ネノ111ilcrolliιtα llitidasUTLElミ

ウスベリケンモン (16J ) 

85. /1 JlacrOJl ictαρlumbea BUTLEI¥. 

ナマリケンモン(1 ♀A) 

Aえ屯一PAえTE三LINAE ケンモン1卦IE汗4手科一.:1

86. 、不 Jβj允ιelciωdどdω VIη'rれ-Cl汐川Jl川sBUTLEミR 

アオケンモン (266A) 

87. Nac7la SII)!，.itallii NAGANO 

スギタニケンモン(8662♀♀A，16.1)

88. * Diρ11thどrocomealtium OSBECK 
ゴマケンモン(1 6 J ) 

89.“ Craniρんoraρraeじん1mGRAESElミ

ニッコウケンモン(1 6 J ) 

90. 1-la7Jlρ.、OJlidiαjal/!wwsl:iiOBERTHUR 
クロブケンモン (266A) 

91.ネ AρωteLemajor BREMER 

オオケンモン(1 6 J ) 

NOCTUINAE モンヤブIilEf，，1

92.ネ SillellgraρIzeeぷustαBUTLER

カパスジヤ力、 (2♀♀A)

93.ネ Silleugraρhedysgnostピ1BOURSIN 

ウスイロカパスジヤガ (4665♀♀A)

94. * DiarslρdeρarcαBUTLER 
コウスチヤヤガ(1 6 A， 1 6 1 ♀J ) 

95.水 DiarsiaImmnea DENIS et SCHIFFER-

MULLER ミヤマアカヤ力、、 (6661♀A) 

9G. ，;ρiピlrsiarujiιaudμ1ヘTARRIミN

ウスイ lコプカフヤプ']"(1♀A) 

97.ホ ;lmathes十 Jll[!，i・1011.LINNE 

シ lコモンヤガ、(5合6J) 

99. * ~lmathes efj!ores正ensBUTLEI< 
キシタミドリヤカ (666A)

100キ jlnα〆ectoidesρrasinαDENISet SCHI-
FFERMULLER γオノくヤプ/(266A)

101キ AlIaρlectoidesvircns BUTLER 

オオアオハヤノ'/(266A) 

HADENINAE ョトウガ亜科

102. * 八107l1C5trαρersl川 riacjaρOl/ICi1引くYK

シラホシヨトウ(l6.1 ) 
103. 1¥Iythimna di'vβrgCJlS BUTU::I~ 

ナガフタオビキヨトウ (4661 ♀A) 

104. 'ド Lellc山 tiacOlligem DENlS ct SCHIF-

FERMULLEI¥. シロテンキヨトウ (16A)

105‘ネ Leucmuαsαvostig7llαcillg:lIlωヅsBUT・

LER -，夕、ラキヨトウ (16A) 

CUCULIINAE セダカモクメ .üli i"~:1

106. 水 vピαileωrγlωOピdβ出5 τυ1J 1バI島7γ円司γidiJ川1η1-山.ïυdααGRミ<A九\ESlι~1父ミ

アオノくハカ‘タヨトウ (16A)

AMPHIPYRINAE カラスヨトウTIli科

107. * .lltmllea orieJls WARREN 
アカモクメヨトウ (566 A) 

108. /lρa7lleαhamtsoni SUGI 

ネスジシラクモヨトウ (266A)

4ζ主IlV l~手 12) によりシラクモヨトウ 1'1 .1 οnriliala

として|丞lil>~ されたも習であるが， j去に杉1:3)により j二

，;己の学名が与えられ手iJ名も改訂された。 li:iJ定には、

杉の図説した交尾部の閣を参考にしたの

109.ネノ1ρa7neαlate7吋 iaHUFNAGEL 

オオアカヨトウ (266A) 

110. !lρmnea C077lnμxta BUTLER 

ヒメハガタヨトウ (1166A)

杉の図説12)により一応本種と同定したが， こ

の種と似た種が{也vこもあるようである。

111.ネノltameaんαwαdai・ SUGr

マエアカシロヨトウ (16A)

杉11)の原記載のゲニタリプl習を参考に内定し

、可"-/、ー。

112.ヰ Aρa7Jlea仏すんouusOBERTHUI~ 

コマエアカシロヨトウ (16A)

113. * Trithaenoρsis lucilla BUTLER 
シロホシキシタョトウ (266A)

98.キノlmathesditraρeziuJI/. oriciltμlis STR- 114ヰ T7"ithenορs/.SじinerenccJ/sBUTLER 

AND タンポヤプf(16A) ウスキシタヨトウ (566A)
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134.亡 Keraladeι1ρieJ/s BUTLER 115. * 1会17nbusItlulα7JlugピlrissUTLEI< 
ハジマヨトウ (266A)

116.不 Ampん7戸oeρ ussuriensisPETERSEN 

ショウプョトウ (5661♀A) 

ノ、ネモンリンガ(1 6 1♀A， 266J) 

135ネ Gelastocerae.xust BUTLER 

クロオビリンカ(1 6 .1 ) 

全11品体のゲニクリアを役したが，も;ヂではii年;JII 136. lJyρoωrea COllSρiじμμLEECH

のタカネショウブヨトウやミヤマショウブヨトウ ヵパイロリンプi'(1 6 A) 

は見出されなかった。 137. p，勺dωrゾ/ん1りコ.)'1μOρ〆lん117げilμα c印.刀σdιl:幻う
1μ17. El.μtψρJん6乞幻iαdμωr命YどωοJρJμy刀1ιtαf日IAM¥¥叫、¥1P子SOtλN、ぜI オレクギリンプカf( 1♀A) 

モンキアプ).プ/ネヨトウ(3 66 A) 138. * Ariolu'αargenteαBUTLER 
118. Eutle.xiαbelLa BUTLER ギンポシリンガ、(1 6 A) 

コゴマヨトウ (16A) EUSTROTIlNAE コヤガI!li利企

lJ 9.ネ Phlogothοrabeatn:.x BUTLET< 136ネ Lith山:odiαIalsaBUTLER 

キグチヨトウ (666J) スシシロコヤガ (266;3♀♀A)

120.宇 ιソlytonI.xalboJ/otata STAUDINGER PLUSIINAE キンウワ/くIlE科
ネグロヨトウ (366A) 

140. * P1IIsia ornρtissillμl WALKER 
121. * A.xyL/μρutγIS LINNE ギン ~ì':: シキンウワノく( 1 6 J ) 

モクメヨトウ (266J)

122. * A7IItluρy'刀 tyramideaLINNE 
シマカラ 7，ヨトウ (766A) 

123.ネ /1mthityraerebinμBUTLER 

オオウスツ♂マカラスヨトウ (16A)

124. '" /1.7Jψhiρyrαιhrenc!ui M立NE'l、R1主S

ツマジロカラスヨトウ (9664♀♀A)

125. Cosmiど1 /lnicolor STAUDINGER 

ミヤマキリプ'/(366A) 

12h. * CωJJf.l.αn:igua BUTLEI< 

イタヤキリガ (266A) 

127. Cosmia 77loderatαSTAUDINGER 

キシタキリガ (766A) 

128‘ず Cosmiαυω‘ieclj'ataOBERfHUR 

マクロラキボシキリカ、 (566A) 

129. Perigeaり'clicaHAMPSON 

シロテンク lコヨトウ(1合A)

130.、 ChωmiJlodω albonitensBREMER 

クロハナギンガ‘ (4666♀♀A)

131.* Cんどl川 l.iJlodeshαrlltω SUGr 

ノリレタギンガ (4664♀♀A)

132. 'i: ChasmI71叫んslI71itlll/i1a SUGr 

ヒメギン力、 (16667♀♀A)

133.ホ Ch正ISlIlInodesllervοsa BUTLEl< 

ウラギンガ (466]♀A) 

NYCTEOLINAE キノカワプ/IJjq~:1

CATOCALINAE シタバlfE乎1.

141ネ Catocaladissimilis BREMER 

エソロシロシタパ (16A)

142. :ド Catocala7lubila BUTLER. 

コマシオキシタパ(1l66A)

143. * 5)1ρJ10ides herclILes BUTLER 
アヤクチノく(5 6ちA)

144. l-l.)'tersYtJloides (lゴtrigeraBUTLER 

ヒメアヤクチノく (266.1)

145. Diomea janんοwshiOBERTHUR 

マエヘリモンクチノく (16A)

146. I-1yρο.¥.troUμclnereαBUTLER 

マエジログチノミ (16A)

HYPENINAE アッパ亜科

147.ネ Dichro7luαa7ll.iιμBUTLER

クロキシタアッパ (16A)

148. * I-1yρeJla tristαlis LEDERER 
ミツボシアッパ (266A)

HERMINIINAE クルマアッバI!!i~=i l

149. Zω/(:lοgnatha fascialis LEECH 

オピアッパ (466A)

150. /ldrat.widωreticlILatis LEECH 

アミメアッパ (36合A)

151. '" C正ltnisti、μLbillotatasUTLEI< 
シ lコモンアッパ (16A， 16J)

ARCTIIDAE ヒトリガ科会
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L1TI-IOSIINAE コケガflE*~1 ベニ、ンタヒトリ(1 6 1 ♀A) 

152， * /lg〆!agIgantωOBERTHUR NOLIDAE コブガ~;q

キベリネズミ~!-:;ソパ( 2♀♀A， 1 6 J ) 160， Lωnρrotll1・i戸1!orlωーiaGl{AESI::H 

153， Chionaどmahamata WALKEI~ コマパシロコブ、カ、(1♀A) 

アカスジシロコケカ(1 6 A) この稀は従来ヤガ科のキノカワ力、、に分mされて
154， Aliltoclzrista aberrans BUTLER 

ハカJタベニコケガ (266A)

いたが，岩IJIらにより幼虫が発見さ;h4l， コブガ

科にJi泊することが判iリjした。

155， * j¥1 iltochristμρIILchrμBUTLER SATURN 1 1DA1 ヤママコーガ利

コ、マ夕、ラベニコケ力、 (16A) lCil.不 ノし't1川 artellli，，' aliellil BUTLElミ

A主RCT、I口1NAE ヒ トリプカガ、会1、

156， * δ5唱/ρ0iυfどωlυf司Y正fは、'tlαJ刈Cωrγ/μω正μatωUρf川tυ川11μc、'tμμ〈μ川It正oM¥叫10'1'、SCI抗[ULし巴 SPH口[口口INサGIDAE スズズ‘メ カガ、F‘J科:コ司q i 

SKY スジモンヒトリ(1 6 A， 2 6 6 J ) Hi2キ /1 COSIllCl¥)げ 11ピ1/;'1 MOOl<E 

157. δ:tilωγLla ，'I/I!JcmソlωWALKEl< ハネナカフJ トJウスメメ(1 6 J ) 

手1， 名

COSSIDAE ボクトウギ利

PYRALIDIDAE メイカ、、科

HETEROGENEIDAE イラガ科

GEOMETRIDAE シャクガ科

DREPANIDAE メ)~ì二ノミプJ手|

THYATIRIDAE トカリノくヵ下| 7 7 

LASIOCAMPIDAE カレハカ下! 1 

NOTODONTIDAE シャチホコゴf科 12 13 

NOCTUIAE ヤガ乎i 44 68 

ARCTUDAE ヒトリカ科 8 

NOLIDAE コブカ科 1 

SATURNIIDAE ヤママユガ科 1 1 

SPHINGIDAE スス、メガ手l 2 ‘2 

メl二、1 130 I 163 

1v 鬼無里の蛾相に関する考察

オヒヒトリ(1 6 A) 

158.ホ SjうiLo・1'0111.17 jうIlllct正IriaCRAMER 

アカハラユ{γ タラヒトリ(1 6 J ) 

159，平氏h)'tarioidβsnelmlosa BUL'工ER

表 1 鬼無里の蛾の科-5JIJ種 jJ~数

l(氾 JilO(Io[r!OSSIIIII.，Wi!'ピ1 BUTLEl< 

クlコホウジヤク(l6 J ) 

jゴ、 LlM~:1・ l():~陥

恰;λドとのJlJ出船

4

1

9

5

5

1
上

川

b

0

5

0

什

L

R

U

109 

長野県鬼無担村で採集した~úkはじ11誌に示した通り 13科 130)員 163経である(表 1 )。そのう

ち官王子高原に産する;[i[[は 109;[iflで，共通話率5).7)は67.0%である。残り54{並は菅平では記録

されていなし、極である。わずか 21~tの夜間採集の結果だけなので，鬼無里の蛾について十分

なことを述べることはできないが以下若干の考察を加える O

1 カラスヨトウ・シタノく指数について
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鬼無mの蛾を論じる 1..で， ;;~I~;干の蛾5) で提案したカラスヨトウ・シタパ指数(以.FAC指

数とIII各す〉は一つの手がかりであるので考察のJI駒子として，まずこの点から議論をすすめる。

この指数はある地域の蛾類構成の特徴を理解するための一つの指標として提案されたもの

で3 この指数が50tJ.I-:の場合はその地方が 1:1本列島の北部または山地に位置し， 501:)下の場

合は中部以南かi度地系蛾の侵入の若しい地方である。

当I!~j:.-司つのIIE科として考えられていたシタバ]医科 Catocalinae は， 今日 Catocalinaeと

Othreinaeの二つのillI科に分けられることがある。もとのシタノヨE科はきわめて大きなTIE科

で切らかに呉質な種を合んで、し、るので，分鋲学I:I'Jには分けることが妥当であると考えられる。

しかし当分の日丹AC指数として分布論を展開して行くことに実際!二の無3mがないならば， も
とのままの Catocalinaellli科，として取扱うことが治:されるかもう:11れない。

*1W;1JlのカラスヨトウL医科は27種，シタノワlE科は6程で， AC指数82，これは今までに筆

者のしらベた~~X?誕百録によると日本のどの地方よりも高いú立をしめしている 5) 。 菅平の蛾発

表後P 新しく!上;た各地の蛾鋲 j~ 録をもとに各地のAC指数吉見てみよう(表 2)。

}お千島6)

北海道と関idiするので興味深い地方である。 AC指数760 この{fuは北海道の67，むよりも

あきらかに高く，北方に制するほどこの他が高くなるとし、う傾向によく符号している O

木曽谷8)，9)

長野県木曽谷のAC指数は53で〉この{iIiはほぼ長野県の各地の{!ti.(白鳥キ:]-55，菅平58と近

し、が，この地方には幾分i援地系のj訟の侵入があるようである。

1:l '馬県1)

AC指数日で昔平と近い{i立をしめす。群馬県の蛾の編者は「しかし本県は北方系に属さな

い。勿論中古!)!JJ岳系の蛾も沢UJf与られるが，南方系の蛾といわれているツキワクチノ九 リト

モンツトガ， ヨシノキシタパ， リューキューキノカワガ，シラホシアシプトクチノくなど多数

の種類が記録されている。J1) (p. 135)と述べている O どのような蛾類が南方系で，どのよう

な種が北方系であるかは，まだ筆者自身はっきり定義できなし、ので，結論的に云えないにし

ても， ji干潟県の低地には南方系の程が侵入していることは確かで、あるが，全体としては浩司乙

と同じように北方系の要素が濃い地方と考えている。筆者が今までに発表した， いくつかの

蛾類目録では， 北方系穏(または寒地系)， 南方系種(またはi援地系〉とLウ語を英然と使

用しているが，一応その使用に燃しては第三紀，第四紀の地史，古j也盟古気候を念頭にお

いて東南アジア方面に近縁種の多いものを南方種，中国大，~~や、ンベリアに近縁種が多いもの

を北方種として扱った。

摩耶 U.j14)

兵庫県の六甲山系にする j辛 Jfl5山のAC指数は46で典型~Iねな平地のu立で、ある O 採集j也は，

シイ，アカガシの繁茂する!医?i;イネで、採集地点は 550m と 760m の二つのロープウェイの!.W~

である O

長!I~ iti 

筆者の所蔵標本によると AC指数はおである O 長崎県全体でも大体これに近い他をしめ

u言
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対応のAC指数はおで長崎市とめんど変らなL、。なお|ズ!鍛1iCiからilLJょした日夕、，(，IjのAC指
数もほぼ30前後である。 な:おおえ文必刈:，j、，j打)応l

した多数の文i献首矧猷jえ:を参考考;tに/ここして;計iφイ釘?訴算持涼:し7たよO

各地のAC指数を検討して云えることは，北方にhくほどが(がr"jし市方に行くほど抵く

切らかなj出JW.IYJ傾斜がみられるということである。また1.1ザ-'-川L

{仏lSく!日山uるのも4特寺i徴致(的'1下ηiド内〈句jである O なお 1I妥j也で 11:IDiするカラスヨトウ I!E科の~\f~v ;t; i~'\; 平や光1Wi 111.には

分布しない阪地系の稲類である。 H じことはシタノく IIE~;:jーでも云えることで， fタ;IJえ(:上、仁川0山tIどl

j品は長崎では，きわめて将iになり別の)誌の稀が程鋲数も似体数も増す。

今までAC指数をした口本各地の25地域の!こ1:1では，鬼無IilJLのAC指数はJ1えも，'，'.')c、o (iU 

抜高度の似ている菅平と比iJ[交しても切らかに差がある。鬼無mーの11n~L(t5t~こ述べたようにブ

ナ林であり， ヴ7昔去の極キI~iキはブナ林と云われているが2) 現在はブブーは殆んどみら

れない。長野県のプブー林は下車などを考癒すると決して一様ではなc、ということなので(金

森正臣氏および信州大学吉田利男氏の話)， II:iJじブナ林であっても鬼無lH.と他のブナ林では

多少の違いがあるかも知れないが，ブナ林ではAC指数が高いという傾向が将来他の地方の

プナ林でも証明されるかも知れない。少なくともAC指数(叫iÚ~三と街按な関係をもった{IlJ:で

あるということは十分考えられることでありラ森林の植物構成と関連して研究する必要があ

るようである。 その点は筆者の:将!ぽ守来の;誹諜1県!j題i語Hとしたしい、。 それはともカかミく'，'flj色官Ifli主:'一干干"高r::i弓:::iミ5ωi

ざまの要素を含んでで、いるのに文完対~J しラ鬼 1Hr~I j!.の蛾キIlは比較的中 IV，l，j であるといえよう o fs-米y¥1，1Hfi
mのプナ林が完全に伐採された場合にはうまずシタパ ûEf;jの蛾の佼入が起り，指数が 50~()O

程~).支までftt下ーするものと考えている O

2. 鬼無皇に多いヤガ科の種類について

次にヤガ科を l中心にどのような~ifIが多いか検討する。

鬼無lJlにはカラスヨトウ llE科が多いことがまずはにつく。 611削~~以上:採集された!I棋を手+}}IJ

にわけてみるとヤカ下1.13種(うち 9程はカラスヨトゥilli科)， シヤクカ下1.3有し トガ 1)ノミプf

科 3種，ヤママユガ科 l溜I，シャチホコガ科 1種，計21種である。

A. カラスヨトウ亜科では Aρamea)，売が多く 6種産し この鋲数は古とli司じである O

Cosmia， Chasminodesなどの属も11oi体数，種類数ともに多い。

AJ7ψんがoea 王子で，(，;t3程産するがヲ 鬼無mでは 11iTIだけである。この属のショウダ
ヨトウ以外の 21mの分布は特兵であってlり)フ鬼無mでは{也の 2粧が主主しないのは興味深¥..、O
B， シタパII立科ーでは CatocaZa)1誌が少ないのが先無虫の特徴である o it;;干の15経に対し 2
と少なく，特に同じlF~í'J!JJに菅平では多産するハイモンキシタバ〉 ノコメキシタパが鬼無1Il

では採れなかった。

C 菅平には産しない程で、鬼無里で、比較的多かった続は次のような程がある。スギタニケン

モン，ナガフタオビキヨトウラ ヒメハガタヨトウ〉 モンキアカガネヨトウ〉 ミヤマキリガフ

キシタキリガ，オビアツ/三アミメアツ/く。

D. 菅平にも産するが鬼無里で特にイmtl体数の多かった~illは以下のような程がある。ウスイロ

カノくスジヤガヲ ミヤマアカフヤガラキシタミドリヤガラ アカモクメヨトウラウスキシタヨト

ウ，ショウブヨトウ，キグチヨトウラシマカラスヨトウ，ツマジロカラスヨトウ，マダラキ

ボシキリガヲ クロハナギンガラハノレタギンガラ ヒメギンプ/， ウラギンガ， スジシロコヤブl，

ココマシフj-キシタノく。
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E. 筆者は菅平の9U!<の分布を下の 5分布型に分けたS)。

① 中部J11岳地市〉北海道に普通で，本州のJ丸山i云1，九州の山地でも採れるが， 11~J也市

で、は殆んど、採れない。

② '-j二lm~l-U岳地方と北海道に淀するものでp ①のように本州の南部やILLII乱九)-1 、i の j初出t ま

矢口られていない。

③ 中部 I-L!岳地方以外の産地は全く ~JI られていない種。分布のよくわかっていない程もあ

るので将来他の産地が発見される可能性はある O ミヤマモンキチョウのような氷河11寺代

の選存種もここに入る。

@ 北海道には産しないが， I珂 i弘]J~ll云i フ :JLHI の 11lJむおよび低地に共通するヤガで，大部

分がシタパIIE科に)ICえする。

⑤ /:::1 本全土に分布する種で，低地および111地に産しその ~j'1:1)は汎 Ut界的な分布をしめ

す。その分布はj良:業など人間活動とIVJl係しているらしい。

鬼無主11の蛾の殆んどが①と②に入り， C，Dで列挙した1廷はし、ずれもそのどちらかの分布型

に属している種が多い。③に属する ~llHl鬼1Rf;E11では全く見出されてし、なし、。④も見出されて

いないが，⑤にj認するきわめて少数のヤガがある(例えばマダラキヨトウ〉。菅平では①，

④に属する若干のimが見出される。 菅子で①が見I:Uされるのは，海抜2300mのlill/ii1lJJのiJ-l麓
に{立i註していることに関係があるようでフ このグループは将来も鬼無盟で発見される可能性

は少ない。

3. ヤガ以外の蛾類について

全体の傾向はヤガ科と大体 II~'J様で、ある。シャチホコカ下l が比較I~Iサ多くラ特にプナを食卒と

するプナアオシャチホコは多かった。

表2 *1!I.UJLと日本各地のヤプJ"ltlの比i/i交

地名 iRH~r~i 11信千j三i 抑l明長官2l長111lF22132 
APATELINAE () I 2 I 20 I 21 I 3 I 4 :3 

CRYPHIINAE 0 I O! 2 I 5 1 I () 

HELIO 
~;~:l~t;l~~~l;~" 

..~ 

1; I 1~ I :3~; I 3~ I 1; I 5 :3 

HADENINAE 4 13 49 52 21 り

CUCULLIINAE i 4 37 28 7 O 

AMPHl PYRINAE 27 26 102 98 32 13 20 

EUTELIJNAE O o 2 2 3 

NYCTEOLINAE 5 2 20 15 9 三 4 

EUSTROTIINAE 4 32 38 14 (う 7 

PLUSlINAE 10 27 2(-i ‘:2 8 

CATOCALINAE 6 8 81 8G 38 48 

HYPENINAE 2 1 19 20 7 

I-IERMINlINAE 3 6 29 33 9 12 9 

メ
I二
L
l 68 93 468 474 90 124 

A C 長女 82 76 56 53 46 28 29 
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その他の科ではトガリパプ'/，fq.も多い利ーである。スス、メプ/，[;+(1少なく，わずか三午前で， l、ず

れもブナ林と関係のない稀である。シャクガ手+f 主~m1誕も多くヤガ手?と biJじようにいくつかの

分布引にわけて'考察できるものと考えられるが今同はさrIIH告する。

を特徴ずける草原 \~I: の峨(例えばヒトリガやりが食品jであることも'i"l: 守、ドの WY:徴で、ある。

V 結論および要約

あるj也j或のy([k1{!の分布を論じるためには， ~ln~J:ーをはじめさまざまの必志な Jうえにいわなけ

ればならない。 また 11 11来るだけ下手しくすでに発表されて l\~ーバ i 似の内れな検ii十「ることも必

安である O そのような資料を集泊し検討して行くことにより将来日本の蛾の分布の特徴が

植生，気候う J由史などの1:>f.J:iiliから論ずることが出来るようになるものと考えられる。

1. 鬼無Hllで採集された蛾は13f+ 130 属 163稀である。そのうち 109~，n(t'i~\・平山îJ京と共通し

ておりラ共JI引霊ヰくは67.0%である。

2 鬼無n~tのカラスヨトウ・シタパJ~数 (AC指数〉は82で， 1-1本各地25地域のAC指数と

比較して最も高しイ直をしめす。鬼無111.のAC指数がこのように jl，:乱、のはブナを中心とす之J

植生が原因であるように考えられる。

3. 指数が高し、ことからも予想されるようにう鬼無1ftで(t， 11本列仏の Lとしてi刻印;および

低地に分布する種は得られなかった0

4 ヤガ科以外の蛾類については，特に検討を加えなかったが，ヤカ千Hこ見られたものと IIIJ
様の傾向がみられるものと考えられる O 鬼無I!!.では;古川
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ABSTRACl、

Kinasa village is in a local mountainous area of Nagano prefecture， Central Japan噌

where moths were collectecl on 3 August 1967 ancl 25 J une 1970 

The light trap collections of moths were clone at the western sicle of M t. Toga-

kushi arrouncl the upper part of the Susobana-River. The height of the site is about 

1，300 m above the sea level. The flora of this area is a virgin forest preclominantly 

composecl of Fagus crenata 

The main purpose of this stucly is to make up a moth list collectecl at this area 

ancl to examine the characteristics of the clistribution by comparing the fauna with 

tbat of other areas of J apan， especially of Sugaclaira plateau 

Thirteen families， 130 genera ancl 163 species of moths were recorclecl in this 

area. 

Except for some species epiclemic in whole Japan， the moth fauna is composecl of 

only the northern ancl mountainous species ancl no common species has been founcl to 

the fauna of the southern or level lancl 

The Amth7ty7・inae-Cμtocαluzae-Inclex is 82， which is the highest value ever 

recorclecl in Japan 

1 t is assumecl that the moth fauna of Kinasa village clepencls on the vmgll1 forest 

of Fagus crenaLa which is the climax forest in this area. 

(長崎大学熱帯医学研究所疫学部 Departmentof Epiclemiology， 1 nstitute for Tropical 
Meclicine， Nagasaki University) 
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